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デ JYYW m

 
●令和3年8月27日（金） 
 
《第1会場》 
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●梶田 叡一 氏プロフィール： 
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●研究発表：A-①～A-⑤《第2会場》 
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●研究発表：B-①～B-⑤《第3会場》 
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●研究発表：C-①～C-⑤《第4会場》 

i4 ” :4E 因 』 ほ 28

ョ r ょ べ s

i4 ※ ” ．ワ ロ 育 30

スミ 永 r べ s

i4 ” ざr i 38 s 因 』 （ 32

※ ダ v ォ
チ の液rム べ s

i4 ” ば ロ r s 34

けザ r べ s

i4 遠 ” :4E 因 36

r べ s



A-① 
 

 8 

「コミュニティミュージック」の理論的視点 
～ 我が国の学校と地域を結ぶ教育プログラムの開発に向けて ～ 
 

藤山 あやかr― ょ べ s

１ 研究の目的 
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３ ドイツの実践と教育的特徴 
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ピアノ・声楽レッスンのレディネスとなる教材作成 
～ いつでも、どこでも使えるGoogle ドライブを活用して ～ 

 
岡﨑 豊治r ２ s 
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1,保育士・教諭養成での教材作成（と過程） 
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2,ピアノの初期指導での教材作成（目で弾く → 頭で弾く） 
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3,声楽指導（追体験による音楽性の獲得) 
 ２ ゼ ナ f 雲

” ” f
 ( タば f
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4,いつでもどこでも使える環境づくり  
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 ( e．ワ 〇 ナ ⼀ f
 ) eヴ v i 井 v ．ワ e

8YYQVO ö 因 e〇 『” 因 f
f BC mö f

�

5,以上を実践するために必要となる事がら 
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表現活動を通した地域貢献 
―短期大学と４年制大学での実践比較から― 

宇杉 美絵子r ょ べ s
甲斐 万里子r 員 べ s  

�

１．研究の背景と目的 
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２．研究の対象と手続き 
２. １ 研究の対象 

⇒ g べ ２ む r g ょべs ( - 委 g
員 べ ２ む r g 員 べs ) , 委 f

２. ２ 研究の手続きと質問項目 
（１）研究の手続き 
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ボ 』 m g
緯 ジ g ォ f

（２）学生への質問項目 
緯 g ね 異 f 緯 あ () 異 gxを

g g ， 緯y x g 緯ygxえ ロ
y ( fー g 緯 異 g ／ f

4Y a 6 6 t 5

• 
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6

4 P 5
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6 6

３．結果と考察 
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g 雲 g x
雲y f

【注】 
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オンライン授業における伴奏付け指導の学習成果に関する一考察 
―保育者養成校での実践例を通して― 

 
    山岸  徹 rべ ょ べ s 

 
1．はじめに 
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表1．当該授業（90分間）の進め方の一例        表 2．学生へのアンケート内容 

   

図 1．アンケート結果（2Cクラス） 図2．アンケート結果（2Dクラス） 図3．使用機器（複数回答あり）
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小学校音楽科におけるエネルギー思考を活用した教材分析に関する研究  
 

岡田 知也r べ s
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2. 小学校音楽科における「深い学び」 
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f ス 異． x 雲y だ ゼ e

x 雲y ば e デあば ダ 異． i 雲 ／
f ex レ x i y ンyex x，

雲i れ雲i 雲ャy yex ２ x 雲i２
ャy y キ i 雲 e ャ 異 e

キ f e ヒ
x〈ばナi ナ デ y f ．ワ 運こそ )

x デ （： y x〈ばナi ナ （ ” 』 y eー
ダ ／ )sf

x 〈ばナi ナ （ ” 』 fヴ e ャ
” 因 e， 雲e れ雲e 雲ャ 雲e２ ャ

e ⇒ だ ， erォ s げ 英 ”
e erォ s， えず

デ （ ６ y
e x ⇒ だ ， yx げ 英 ”

yx， えず y ワ x y
f e e

r s e x y
e

f

註及び引用文献 
s 員 //. m m， が

域 eZ / eZ ) eぬ
(s ピ e  ( ( x※ ” x y ダ  

m， x y 因 y あ べ
(

)s  ( - ※ ．ワ 運 eZ .

参考文献 
）  /., x ．ワ 運 ナ ち雲y ,
域
ピ  ( x 意 ウ 『 m 》 y

（
 ( - ※ ．ワ 運 挨 ム員



B-① 
 

 18 

ゼミ活動における集団指導の課題 
～ 学生の学習意欲を高める要因 ～ 

本野 洋子rム べ ょ べ s
  岡村 弘 r ム べ s  

 
1．はじめに 
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3．考察・まとめ 
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保育者養成校における教員 1名による新入生 61名のピアノレッスンの試み 
―反転授業とスマートフォン動画の活用― 
 

    福士 亜友子 r ピ べ ょ べ s 

1．はじめに 
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3．おわりに 
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永井幸次の音楽教育とその思想Ⅰ 
―「女子音楽教科書 教師用 巻之一」を手掛かりに― 
 

    永井 正幸 rべ べ s 

1．はじめに 
ーr .- p /, s e ” i ロ e
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2．永井幸次について 
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〉ジ x※ 挨y f e eセ〉
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3．「女子音楽教科書 教師用 巻之一」に見る永井と田中の音楽教育観 
ピォ x 、因 y ォ e 挨 ロ xグ

「 ュナ y s e
益 （ ＊◆ f x rギ
ナs 』 けソ づ f ツ（雲 y s e

x（雲 〈ゲ 』 rォ s ナ 』
ニモ y s e ブ ナ せ ．ワ 』 f

』 x iギ 〈 』 育 ● 雲 ハ
』 y s e 』 f
x y e e e i デ e ノe x

y“s １ e イ f e ．ワ》＊ xと ＊◆
ノ y s e ノ ノe

異 ” e ォ e 異 英 ”
／ f e 、因 が ” e
〉 f

ノ ば x y e e 益 （
ュナ ナ ブ （雲

f
e e グ ビ x ー 異 yャ e

，ぎ e ダ 益 （ ウ f

【注】 
sピォ e ャ r ャ s ス f x

y ぬ e k ” x iE m y f
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【参考文献】 
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オンライン（Zoom）を用いたピアノレッスンにおける課題と改善 
 

岡田 泰子rォ べ ょ べ s
杉山 祐子rォ べ ょ べ s 

Ⅰ．問題と目的 
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Ⅱ．方法 
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Ⅲ．結果と考察 
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〉 f eオ
ホ雲 e e

” f緯 (s
e が ザ ex

ゲy m mö ね f２ e
べ う e 』 〒 e ゲ じ

f ゲ だ ”
f eオ ザ eー x緯 m
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乳幼児の表現遊びにおける音楽的コミュニケーションの役割 
―未満児親子の手遊びのコミュニケーションの事例から―

 
梶間 奈保rミ べ s

  居原田洋子r べ ょ べ s 
小池美知子r ム べ s  

   
Ⅰ 問題と目的 
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ナ ロ ” エ異 e ォ eげ》 ロ

e ６ e
ナ f ナ m

べ２ f
e ナ m 》 e

エ異 f m e
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ナ m f

Ⅱ 研究の方法 
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e 雲 e ン f
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Ⅲ．研究の考察 
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参考文献 
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コロナ過における養成校の ICT を活用したオンライン授業の効果と課題 
 

佐藤 万利子r ょ べ s 

1．はじめに 
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2．授業の取り組みと研究方法 
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小学校音楽科における歌唱指導の一環としての描画活動の有効性について 
 

長島 礼 r べ s 
�

１．はじめに 
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r s f e eヴ
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3．結果 
3-1．「夕やけこやけ」における子どもの描画と発表について 
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yャ f e(
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x け y
ャ f
3-2．子どもの感想 
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4．考察 
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コロナ禍における校内放送（ピアノ・アレンジBGM）の活用と授業実践
―小学校第1学年 共通教材《うみ》を中心として― 

 
    赤塚 太郎rム べ s 
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i ev ” k
e ・ が 違 べ f

i ざ e ボ ざ 』 因 e 』 〇 』
（ 》ろ f exザ y 〈ば e

e 〈ば f
表1. 登校時の音楽 
2021 年 4月録音・放送 曲名(原曲の作詞、作曲者等) 

《乙女の祈り》(T. バダジェフスカ作曲)  

《子犬のワルツ》(F. ショパン作曲)  

《サウンド・オブ・ミュージック》(O. ハマースタイン2世作詞、R. ロジャース作曲)  

表2. 給食時の音楽 
2020 年 7月録音・放送 曲名(原曲の作詞、作曲者等) 2021 年 6月録音・放送 曲名(原曲の作詞、作曲者等) 

《うみ》(林柳波作詞、井上武士作曲、文部省唱歌)  《うみ》(林柳波作詞、井上武士作曲、文部省唱歌)  

《われは海の子》(文部省唱歌)  《われは海の子》(1)(文部省唱歌)  

《にじ》(新沢としひこ作詞、中川ひろたか作曲)  《われは海の子》(2)(文部省唱歌)  

《ひまわりの約束》(秦基博作詞・作曲)  《たなばたさま》(権藤はなよ作詞、林柳波補詞、下総皖一作曲)  

表3．《うみ》の各時間の目標（評価規準） 
時 数 目標（評価基準） 

第１時 《うみ》の様々な演奏を聴いて、曲調に合わせて身体表現ができる。 

第 2時 歌詞や曲想、前時の《うみ》の様々な演奏を参考にして、自分の描いた海の様子を歌で表現できる。 
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保育における身体表現活動の変遷に関する研究（2）意義と内容 
 

門脇 早聴子r べ s 
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図１ 明治期から戦後までの身体表現活動の動向や影響の変遷 



C-④ 
 

 35 

２．キリスト教幼稚園の遊戯・リズム（明治期） 
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保育者養成における ICTを活用した表現教育の開発 
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3．結果と考察 
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表 1 子どもと活動するならばどのように取り入れたいか 

表 2 情報機器を取り入れる際の配慮 
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